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Abstract: 本稿では，「動向に関する問い」を対象タスクとしたコンテクスト検索を提案する．

既存の検索エンジンは汎用的に利用可能な反面低機能なため，情報要求をクエリに分解するのに

要するユーザの負担は大きい．本稿で提案するコンテクスト検索は，タスクを限定することで高

度な検索機能を提供する．動向に関する問いは広く一般に見られるものであり，提案手法は幅広

いドメインに貢献することが期待できる． 

 

1 はじめに 

本稿では，「去年流行したアイテムは？」や「東日

本大震災の影響を受けたアイテムは？」といった「動

向に関する問い」に対して行う検索をコンテクスト

検索と定義し，これに適した基本検索機能を提供す

る次世代検索エンジンについて提案する． 

現在，検索エンジンを利用した情報収集・分析作

業はドメイン・タスクを問わず広く一般に行われて

いるが，既存検索エンジンが提供する機能と，ユー

ザの情報収集目的との乖離が大きいという問題があ

る．すなわち，既存検索エンジンが提供するのは，

キーワードベースの検索要求指定，ページ単位での

結果出力といった低機能にとどまったままであり，

情報要求をキーワードに分解するのに要するユーザ

の負担が大きいと考える． 

次世代検索エンジンの実現に向けて，自然言語文

での問い合わせを受付け，ユーザの問いに直接回答

するような検索エンジンの知的化のアプローチも考

えられるが，本稿では検索エンジンが提供する基本

検索機能を見直すことにより，ユーザの情報要求と

のギャップを小さくするアプローチを採用する．基

本検索機能として，「動向に関する問い」というタ

スクに着目する．近年，人気や流行といったアイテ

ムの動向に関する問いは一般的なものと考える． 

検索エンジンの知的化において，十分な性能を得

るためには対象ドメインを限定する必要があると考

えられるのに対し，本稿ではドメインに依存しない

タスクを対象とすることにより，広く一般的に利用

可能な検索エンジンの実現を目指す．現在の検索エ

ンジンがユーザを限定せず，日常的に用いられる存

在である以上，対象ドメインを限定しない本稿のア

プローチは，次世代検索エンジン実現において重要

な視点と考える． 

本稿では，コンテクスト検索のコンセプトについ

て提案すると共に，現在構築中のプロトタイプシス

テムについて述べる．webで入手可能な動向情報は，

検索エンジンでの検索数やヒット数などに表れる主

観的動向情報と，官公庁を含めた様々な組織・機関

が公開する価格や生産量のデータ，統計データなど

の客観的動向情報に大別できる．本稿では，それら

の動向情報を Web上から抽出し，データベースを構

築する．システムが提供する基本検索機能として，

「指定アイテムに関する動向情報のピーク時期検

索」，「指定期間に動向情報のピークを持つアイテム

検索」を提案する．構築したプロトタイプシステム

を用いて検索を行った事例を示す． 
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2 関連研究 

2.1 次世代検索システムへの試み 

 Web が普及してから 20 年弱が経過し，Web 上に

は膨大な量の情報が蓄積されている．現在，最も用

いられている情報検索手法は，検索エンジンを利用

する方法である．しかし，既存の検索エンジンによ

るキーワードベースの検索は，ユーザが入力したキ

ーワードを含むページを探すという低機能なものに

とどまったままであり，情報要求をキーワードに分

解する際のユーザの負担が大きいという問題がある．

このようなユーザへの負担を軽減するために次世代

検索システムの開発・研究がなされている[2][5]． 

亀井ら[2]は，Web上に存在するソフトウェア開発

に関する知見や情報を検索するための検索エンジン

構築を提案している．多くのソフトウェアが開発さ

れているが，それらの知識は必ずしも有効に蓄積・

利用されていないために，似たようなソフトウェア

が開発されていたり，同じようなミスでソフトウェ

ア開発が滞ることがある．それらの問題を解決する

ため，巡回ロボットにより，Web 上に存在するソフ

トウェア資源を収集し，ソフトウェアメトリクスや

パッケージ名，クラス名などの指定によりユーザに

適切な情報を提供する検索エンジンを構築している． 

 小久保ら[5]は，新たな専門検索エンジンの構築手

法として，「検索隠し味」を用いる方法を提案してい

る．検索隠し味とは，機械学習の一種である決定木

学習アルゴリズムを元に，Web ページ集合から抽出

したブール式であり，ユーザの入力クエリに加える

ことで，汎用検索エンジンの検索結果をある特定ド

メインに特化させることが可能となる． 

これらを含めた多くの次世代検索システムの研究

では，ドメインを狭い領域に限定することで検索性

能の向上を図っている．自然言語によるクエリを受

け付ける検索エンジンも次世代検索エンジンの一つ

とみなせるが[1]，この場合も性能向上のためにはド

メインの限定が必要になると考える．これに対し，

本稿で提案する検索システムでは，ドメインに依存

しないタスクを対象とすることにより，広く一般的

に利用可能な検索エンジンの実現を目指す． 

 

2.2 動向情報に着目をした研究 

 動向情報とは，ある商品の価格や売上げの状況，

ある会社の業績状況，内閣や政党の支持状況などの

時系列データを基として，その変化を通時的にとら

えつつ，それらを総合的にまとめ上げることで得ら

れるものである[3]．これら動向情報は，様々なタス

ク・ドメインにおいて意思決定の材料として用いら

れており，世の中の社会活動に深く関わっている．

近年，官公庁を含めた様々な組織・機関による情報

公開が進み，Web 上には，多種多様で大規模な動向

情報が蓄積されている．この流れは，今後も益々進

んでいくことが予想される．このような背景から動

向情報を利用した研究が多くなされている[4][6][7]． 

 松下ら[6]は，動向情報テキストを視覚情報として

要約することを目的として，テキストに含まれる情

報を用いてグラフを描画する方法を提案している．

テキスト中の明示的かつ定量的な数値情報に加えて，

テキスト中で暗示されている情報を比較表現や背景

知識によって抽出することで，より多くのプロット

が可能となる．また，テキストに出現する「安定」

や「緩やかな増加」などの定性表現を用いてグラフ

概形を示唆するアノテーションをグラフに貼り付け

ることで，動向の理解を支援している． 

 山本ら[7]は，ユーザが指定した動向情報と多様な

動向情報間の関連度を計算することで，関連する単

語と，その動向情報を効率的に獲得する手法を提案

している．山本らが提案するシステムを用いること

により，「ある会社の株価の変動と同期している株価

をもつ会社を探したい」や，「ある製品の売上げの変

動とともに使用されるようになった単語を知りた

い」といった問いに答えることができる． 

 

3 動向情報を対象とした 

コンテクスト検索システム 

3.1 システム構成 

 提案するコンテクスト検索システムの構成を図 1

に示す．提案システムでは，Web 上から抽出した動

向情報を事前に抽出し，データベースに格納してお

く．データベース管理システム（DBMS）には MySQL

を利用し，Web サーバの実装には Webrick を用いて

いる．Web アプリケーションフレームワークには，

Ruby on Rails を使用した． 

動向情報は，検索エンジンの検索数やヒット数な

どの主観的動向情報と，アイテムの価格や生産量デ

ータ，統計データなどの客観的動向情報に分けられ

る．3.2 節，3.3 節に主観的動向情報および客観的動

向情報の抽出手法をそれぞれ示す． 

あるアイテムに関する動向を調査する際には，ア

イテムの人気や流行に応じて変動する動向情報にお

いて，その変動の最大値の検索が重要であると考え

る．そのため，本稿で紹介するプロトタイプシステ

ムでは「指定アイテムに関する動向情報のピーク（最
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大値）時期の検索」，「指定期間に動向情報の最大値

を持つアイテムの検索」の 2 つを基本検索機能とし

て実装している． 

 

主観的動向情報 客観的動向情報

Webブラウザ Webサーバ データベース

 

図 1 コンテクスト検索システムの構成 

 

3.2 主観的動向情報抽出 

主観的動向情報とは，検索エンジンの検索数やヒ

ット数，ブログの記事数などのユーザの興味や関心

に基づいて値が増減する情報であり，それらを Web

から抽出する．現在，抽出対象としている主観的動

向情報とその情報源を表 1 に示す． 

 

表 1 抽出対象の主観的動向情報 

分類 情報源 URL 

検索数（指数） Google Trends http://www.google.com/

trends/ 

ヒット数 Yahoo!検索 

（ウェブ検索） 

http://www.yahoo.co.jp/ 

ブログ記事数 Yahoo!検索 

（ブログ検索） 

http://search.yahoo.co.j

p/blog 

急上昇ワード

ランキング 

Yahoo!検索 

ランキング 

http://searchranking.yah

oo.co.jp/ 

きざし 

ランキング 

kizasi.jp http://kizasi.jp/ 

HOT ワード ついっぷる 

トレンド 

http://tr.twipple.jp/ 

 

検索数は，検索数の推移を調査することができる

サービスである Google Trends
1から取得している．

Google Trends で取得できる値は，各単語が Google

で検索された回数を１週間単位で集計し，検索され

た総回数に対する相対値を 0～100 の指数で表した

ものである．ヒット数・ブログ記事数は，Yahoo!検

索サービスにおいてウェブ検索・ブログ検索を利用

                                                         
1
 http://www.google.com/trends/ 

して検索した際の検索結果件数を取得している．急

上昇ワードランキングは，Yahoo!JAPAN が運営する

Yahoo!検索ランキング 2，きざしランキングは

kizasi.jp
3，HOT ワードは，Twitter 話題ランキングサ

イトのついっぷるトレンド4がそれぞれ提供してい

るランキング結果を Web スクレイピングによって

Webページから抽出している． 

 

3.3 客観的動向情報抽出 

客観的動向情報とは，販売量や売上高のデータ，

統計データなどの定量的な測定が可能な情報であり，

これらも Webから抽出する．主観的動向情報と異な

る点として，これらのデータは集約されておらず，

各企業・団体などでそれぞれ公開されている点，そ

の公開形式も様々である点が挙げられる．一般的な

公開形式として，Webページに HTMLで直接記載さ

れている他，CSV・PDF・Excelなどが用いられる． 

 HTMLから情報を抽出する場合には，Ruby のライ

ブラリである nokogiri を用いて HTML 解析を行う．

多くの Webページ内では，数値情報は表形式となっ

て表されているため，HTMLの<table></table>タグで

囲まれた箇所から，各セルを意味する<td></td>タグ

内の情報を抽出する． 

 Excel・CSV 形式の場合は，ファイルをダウンロー

ドし，数値などの重要な情報が記載されているセル

から情報を抽出する． 

 PDFの場合には，PDFファイルの全文をテキスト

ファイルに変換可能なツールである xdoc2txt
5を用い

てテキストファイルに変換し，不要な情報を除去し

て情報を抽出する． 

 前述の通り，客観的動向情報は多くの Web サイト

に分散して存在するため，網羅的な収集は困難であ

る．現状では，野菜や即席めんなどの価格や生産量

などに関する情報を中心に 31 種類の客観的動向情

報を収集しているが，今後も拡充していく予定であ

る． 

 

4 提案システムを用いた検索事例 

プロトタイプシステムを用いて，想定する検索タ

スクについて，検索を行った事例を紹介する．プロ

トタイプシステムでは，主観的動向情報として

Yahoo!検索や Google Trends など 3.2 節に示した 6 つ

の情報源から取得した動向情報を，客観的動向情報

                                                         
2 http://searchranking.yahoo.co.jp/ 
3 http://kizasi.jp/ 
4 http://tr.twipple.jp/ 
5 http://www31.ocn.ne.jp/~h_ishida/xdoc2txt.html 
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として 3.3 節に示した抽出方法によって，統計局や

産業振興協会など 7つのWebサイトから取得した 31

種類の動向情報をそれぞれデータベースに格納して

いる．3.1 節で述べたように，プロトタイプシステム

では基本検索機能として「アイテムから探す」と「期

間から探す」の 2 つを提供しており，ユーザは自身

の「動向に関する問い」を，これらの基本検索，お

よび既存検索エンジンへのクエリに分解して調べる

ことを想定している． 

提案システムの入力画面を図 2 に示す．上部のラ

ジオボタンによって「アイテムから探す」，「期間か

ら探す」を選択可能である．「アイテムから探す」を

選択した場合は，検索ボックス内に検索したいアイ

テム名を入力することで，指定したアイテムに関す

る主観的・客観的動向情報の最大値およびその時期，

情報を公開している Webサイトの URL，動向情報の

変化を表したグラフが出力される（図 3）．「期間か

ら探す」を選択した場合は，セレクトボックスに検

索したい期間を月単位で指定することで，指定した

期間内に動向情報の最大値を持つアイテム名，動向

情報の最大値，URL，グラフを出力する（図 4）． 

4.1 節に基本検索機能を用いた検索事例を，4.2 節

にプロトタイプシステムと既存検索エンジンを併用

した検索事例を示す． 

 

 

図 2 提案システムの入力画面 

 

4.1 基本検索機能を用いた検索事例 

以下に，基本検索機能である「アイテムから探す」

を選択した場合の検索事例と「期間から探す」を選

択した場合の検索事例を示す． 

 

 「アイテムから探す」を利用した検索 

 ユーザが「野菜」に関する動向情報について調査

したいと考えた場合を想定する．この場合，ユーザ

は入力フォーム上部の「アイテムから探す」を選択

した上で，検索ボックスに「野菜名」（例えば，にん

じん）を入力し，検索を実行する．プロトタイプシ

ステムによる検索結果を図 3 に示す．システムによ

る出力から，ユーザは「にんじんの価格」の最大値

が 2006年 8月の 517円であることを知ることができ

る．  

 

 

図 3 「アイテムから探す」を選択した場合の出力画面 

 

 「期間から探す」を利用した検索 

 ユーザが「過去に流行したアイテム」について関

心を持ち，該当するアイテムを調査したいと考えた

場合を想定する．この場合，ユーザは入力フォーム

上部の「期間から探す」を選択した際に表示される

セレクトボックスに検索対象の期間（例えば，2011

年 3 月～2011 年 9 月）を指定し，検索を実行する．

プロトタイプシステムによる検索結果から，ユーザ

は，対象期間に「自転車の販売量」などが最大値を

迎えたことを知ることができる． 

 

 

図 4 「期間から探す」を選択した場合の出力画面 

 

4.2 提案システムと既存検索エンジン 

を併用した検索事例 

 提案システムを利用した実際の動向情報調査では，
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4 節冒頭で述べたプロトタイプシステムの基本検索

機能の他，既存検索エンジンの併用を想定している．

本節では，基本検索機能と既存検索エンジンの両方

を用いて「東日本大震災の影響を受けたアイテムの

調査」と「過去において同時期流行したアイテムの

調査」という動向に関する問いに答える検索事例を

示す． 

 

 東日本大震災の影響を受けたアイテムの調査 

 ユーザが「東日本大震災がアイテムに与えた影響」

に関心を持ち，様々なアイテムに関する動向情報の

震災後における変化について調査したいと考えた場

合を想定する．この場合，ユーザは「期間から探す」

を選択し，クエリとして「2011 年 1 月～2011 年 12

月」を指定し，検索を実行する（図 5）． 

 

 

図 5 プロトタイプシステムの検索結果 

（クエリ：2011/01～2011/12） 

 

このとき，ユーザは検索結果から「ミネラルウォ

ーターの消費量」が対象期間に最大値を迎えている

ことに興味を持ったとする．この場合には，続いて

プロトタイプシステムの「アイテムから探す」から

「ミネラルウォーター」をクエリに検索を実行し，

さらに詳しい情報を得ることができる（図 6）．図よ

り，「消費量」だけでなく，「検索数」や「ブログ記

事数」などの主観的動向情報においても同期間に最

大値を迎えていることが読み取れる．そこで既存検

索エンジンを用いて，「ミネラルウォーター 2011」

で検索した結果（図 7）から，ユーザはミネラルウ

ォーターの消費量や検索数，ブログ記事数などの動

向情報が大きく値を伸ばし，最大値を迎えたのは，

東日本大震災の影響を受けたためではないかと推測

することができる．この様に，提案する基本検索機

能を用いることで，関心のあるアイテムを絞り込み，

既存検索エンジンで効率良い情報収集が可能となる． 

 

 

図 6 プロトタイプシステムの検索結果 

（クエリ：ミネラルウォーター） 

 

 

図 7 既存検索エンジンの検索結果 

（クエリ：ミネラルウォーター 2011） 

 

 過去において同時期流行したアイテムの調査 

 ユーザが「過去において同時期に流行したアイテ

ム」について調査したいと考えた場合の検索の流れ

を図 8 に示す．この検索には，状況に応じて，いく

つかの異なる方法が考えられる． 

一つは，ユーザが調査したい対象アイテムを想定

している場合である．この場合には，プロトタイプ

システムの「アイテムから探す」を用いて，対象ア

イテムの動向ピーク期間を調べたあとで，「期間から

探す」によって，基準となる対象アイテムが動向の

最大値を迎えた期間に，同じく動向の最大値を迎え

ているアイテム群を検索可能である．さらにその際
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に，既存検索エンジンによる検索を併用し，実際に

どのように話題となったのかを確認することで，流

行の根拠を知ることができると考えられる． 

ユーザが調査したい期間を予め想定している場合

には別の方法が考えられる．その場合には，プロト

タイプシステムの「期間から探す」を実行し，得ら

れた結果から，興味を抱いたアイテムについて，「ア

イテムから探す」の実行や，既存検索エンジンでの

検索により，調査を進めていくことが可能である． 

また，どちらの方法であっても，既存検索エンジ

ンを用いた検索中に，新しく関心の湧いたアイテム

を発見した場合には，そのアイテムをプロトタイプ

システムの「アイテムから探す」を用いて検索し，

そのアイテムの動向情報を得ることも想定している． 

 

アイテムから探す

期間から探す

既存検索エンジン

 

図 8 同時期流行アイテム検索の流れ 

 

5 おわりに 

本稿では，「動向に関する問い」を対象タスクとし

て行う検索をコンテクスト検索と定義し，これに適

した基本検索機能を提供する検索エンジンのプロト

タイプシステムを構築した．また，動向に関する問

いの例として，「東日本大震災の影響を受けたアイ

テムの調査」や「過去において同時期流行したアイ

テムの調査」というタスクに対して調査を行う事例

を想定し，ユーザの情報要求が基本検索機能および

既存検索エンジンへのクエリの組み合わせに分解さ

れる様子を示した．本稿で提案するコンテクスト検

索は，タスクを限定することで高度な検索機能を提

供しつつ，幅広いドメインへの適用が期待できるも

のであり，次世代検索エンジン実現に適した性質を

備えていると考える．開発中のプロトタイプシステ

ムでは，指定したアイテムに関する動向情報のピー

ク時期の検索，指定した期間に動向情報の最大値を

持つアイテムの検索という2つの基本検索機能を提

供するが，今後より充実させていく予定である．ま

た，検索対象となる情報も，現状では主観的動向情

報が6つの情報源から6種類，客観的動向情報が7つの

webサイトから31種類と小規模であるが，今後，収

集する動向情報の量を増やすことで，さらに多くの

問いに対して答えることが可能となる．構築したシ

ステムを公開し，運用を通じて必要な基本検索機能

の検討やユーザインタフェースの改良を行うことも

重要であると考える． 
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